
近
藤
　
賢
一

小
林
　
正
明

成
瀬
富
美
雄

五
十
川
　
陽

岡
田
　
健
治

小
村
　
和
幸

永
野
　
　
浩

中
村
　
吉
保

仁
平
　
　
滋

長
谷
川
祐
二

花
田
　
幸
雄

高
田
　
　
健

國
分
　
清
治

佐
藤
　
健
一

夏

見

台

ア

タ

ッ

ク

ス

夏

見

台

ア

タ

ッ

ク

ス

ツ
イ

ン

ド

ル

フ

ィ
ン

ズ

さ

ざ

ん

か

ポ

ニ

ー

ズ

さ

ざ

ん

か

ポ

ニ

ー

ズ

八

木

が

谷

ノ

ン

コ

Ｆ

Ｔ

Ｊ

Ｆ

Ｔ

Ｊ

西

海

ド

ラ

ゴ

ン

ズ

塚

田

ク

ラ

ブ

塚

田

ク

ラ

ブ

塚

田

ク

ラ

ブ

牡

鹿

台

デ

ィ

ア

ー

ズ

高

郷

ス

タ

ー

ズ

田

喜

T

夏

見

台

1 2
0 2
0 0
2 0
0 1
0 0
0 0
3 5

夏

見

台

田

喜

Ｆ

1 3
0 0
0 1
0 1
3 0
3 1
2 6
9 12

今
年
度
の
功

労
者
表
彰
は
、

例
年
ど
お
り
春

季
市
民
大
会
開

会
式
終
了
後
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
運
動
公

園
球
場
が
改
装

中
の
た
め
、
高

瀬
Ｄ
面
で
の
表

彰
と
な
り
ま
し

た
が
、
一
四
名

の
方
々
に
大
沢

野
球
協
会
会
長

よ
り

感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
（
対
象

者
は
別
掲
の
と

お
り
）

平
成
二
一
年
度
第
三
三

回
船
橋
市
春
季
市
民
大
会

少
年
学
童
の
部
は
三
月
二

九
日
に
開
会
式
が
行
わ
れ
、

試
合
は
四
月
五
日
よ
り
始

ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
Ａ
リ
ー
グ
四
二

チ
ー
ム
、
Ｂ
リ
ー
グ
四
三

チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
ｌ

五
月
四
日
の
決
勝
戦
ま
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

Ａ
リ
ー
グ
は
シ
ー
ド
の

３
チ
ー
ム
が
一
回
戦
で
敗

退
す
る
と
い
う
混
戦
で
始

ま
り
ま
し
た
。
決
勝
戦
は

夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
と
シ
ー

ド
チ
ー
ム
で
唯
一
勝
ち
残
っ

た
田
喜
野
井
タ
ー
キ
ー
ズ

の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

初
回
ア
タ
ッ
ク
ス
は

相
手
エ
ラ
ー
に
五
番
稲
森

君
の
ヒ
ッ
ト
を
絡
め
二
点

を
先
制
、
そ
の
裏
タ
ー
キ
ー

ズ
も
エ
ラ
ー
で
出
塁
し
た

先
頭
打
者
が
足
を
活
か
し
、

二
番
岡
野
君
の
ヒ
ッ
ト
で

一
点
を
返
し
た
。
二
回
に

も
二
点
を
加
え
た
ア
タ
ッ

ク
ス
に
対
し
、
出
塁
す
る

も
の
の
タ
イ
ム
リ
ー
が
出

な
い
タ
ー
キ
ー
ズ
は
投
手

が
変
わ
っ
た
四
回
に
二
点

を
返
し
一
点
差
に
ま
で
迫
っ

た
が
、
立
ち
直
っ
た
ア
タ
ッ

ク
ス
投
手
を
打
ち
崩
せ
ず

五
対
三
で
夏
見
台
ア
タ
ッ

ク
ス
が
五
年
ぶ
り
二
回
目

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

準
優
勝
は
田
喜
野
井
タ
ー

キ
ー
ズ
、
三
位
は
前
原
エ

イ
ト
マ
ン
、
塚
田
ク
ラ
ブ

の
二
チ
ー
ム
で
し
た
。
な

お
、
優
勝
し
た
ア
タ
ッ
ク

ス
は
全
日
本
学
童
千
葉
県

予
選
に
、
準
優
勝
の
タ
ー

キ
ー
ズ
は
関
東
学
童
千
葉

県
予
選
に
出
場
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ベ
ス
ト
４
の
四
チ
ー
ム
は
、

夏
に
行
わ
れ
る
「
千
葉
日

報
杯
」
に
出
場
し
ま
す
。

Ａ
リ
ー
グ
に
先
立
ち

行
わ
れ
た
Ｂ
リ
ー
グ
の
決

勝
戦
は
、
昨
年
の
低
学
年

大
会
優
勝
の
夏
見
台
ア
タ
ッ

ク
ス
と
今
大
会
安
定
し
た

戦
い
を
見
せ
て
き
た
田
喜

野
井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
対

戦
と
な
り
ま
し
た
。

初
回
、
先
攻
の
田
喜
野

井
は
一
点
を
取
り
、
な
お

二
死
一
・
二
塁
で
６
番
石

田
さ
ん
の
セ
ン
タ
ー
オ
ー

バ
ー
の
三
塁
打
で
二
点
を

追
加
幸
先
の
い
い
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
対
す
る
夏

見
台
も
す
か
さ
ず
一
点
を

返
し
た
も
の
の
、
三
回
、

四
回
に
一
点
づ
づ
取
ら
れ

じ
わ
じ
わ
と
差
は
ひ
ろ
が

る
。
５
回
ア
タ
ッ
ク
ス
は

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
投
手
交

代
を
機
に
打
者
一
巡
の
猛

攻
で
三
点
を
追
加
、
続
く

六
回
に
も
打
者
一
巡
で
三

点
を
取
り
つ
い
に
逆
転
。

し
か
し
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
も

七
回
表
に
打
者
十
人
を
送

り
六
点
追
加
の
ビ
ッ
ク
イ

ニ
ン
グ
に
、
夏
見
台
の
反

撃
を
二
点
に
抑
え
、
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
準
優

勝
は
夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
、

第
三
位
は
海
神
ス
パ
ロ
ー

ズ
と
習
志
野
サ
ン
デ
ー
ズ

の
二
チ
ー
ム
で
し
た
。

な
お
、
優
勝
の
田
喜
野

井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
秋
の

行
わ
れ
る
関
東
学
童
秋
季

大
会
（
日
ハ
ム
杯
）
千
葉

県
予
選
に
出
場
し
ま
す
。

三
月
一
五
日
（
日
）
船

橋
市
運
動
公
園
会
議
室
に

お
い
て
、
平
成
二
一
年
度

学
童
部
定
期
総
会
が
所
属

チ
ー
ム
の
代
表
が
出
席
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

議
題
は
、
平
成
二
〇
年

度
事
業
報
告
な
ら
び
に
会

計
報
告
、
平
成
二
一
年
度

事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算

計
画
等
で
し
た
が
、
い
ず

れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
友
和
ペ
ガ
サ
ス

が
部
員
不
足
の
た
め
休
部

の
申
し
出
が
あ
り
、
今
年

度
は
四
二
チ
ー
ム
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
役
員
の
改

選
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
岡
本
南
部
支
部
長
が

新
た
に
県
連
盟
に
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。
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平
成
二
一
年
度

Ａ
リ
ー
グ
は
混
戦

第
四
二
回
を
迎
え
た
、
少
年
少
女
交
歓
会
が
五
月
十
日
（
日
）
夏
見

の
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
開
会
式
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
駐
車
場
が
す

で
に
満
車
に
な
る
と
い
う
出
足
の
良
さ
も
伺
わ
れ
ま
し
た
。

少
年
少
女
交
歓
会
で
は
恒
例
と
な
っ
た
「
読
売
さ
わ
や
か
野
球
教
室
」

は
開
会
式
終
了
後
チ
ー
ム
ご
と
の
記
念
写
真
撮
影
を
し
た
あ
と
、
投
手

組
は
野
球
場
ブ
ル
ペ
ン
、
野
手
組
は
野
球
場
が
国
体
に
向
け
て
改
装
中

の
た
め
自
由
広
場
と
別
れ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
講
師
は
元
投
手
の
鹿
取
義
隆
さ
ん
と
水
野
雄
仁
さ
ん
、
元
内

野
手
の
上
田
武
司
さ
ん
、
元
外
野
手
の
西
岡
良
洋
さ
ん
の
四
人
の
巨
人

軍
Ｏ
Ｂ
で
し
た
。
こ
の
日
は
学
童
部
所
属
の
四
十
二
チ
ー
ム
と
リ
ト
ル

リ
ー
グ
の
二

チ
ー
ム
の
部

員
約
二
二
〇

名
が
三
時
間

に
わ
た
り
プ

レ
ー
の
基
礎

を
し
っ
か
り

教
わ
り
ま
し

た
。

第４２回少年少女交歓会 Ｂリーグ優勝 田喜野井ファイターズ Ａリーグ優勝 夏見台アタックス

Ｂリーグ準優勝 夏見台アタックス Ａリーグ準優勝 田喜野井ターキーズ

平
成
二
一
年
度

学
童
部
総
会

（１）



船 橋 市 野 球 協 会 少 年 学 童 部

チ ー ム 名 計 チ ー ム 名 計

薬 円 台 ブ ラ ッ ク ジ ャ ガ ー ズ 2 1 若 潮 ス ワ ロ ー ズ 1 2

薬 円 台 リ ト ル ス タ ー 3 8 夏 見 台 ア タ ッ ク ス 5 6

高 郷 ス タ ー ズ 5 7 緑 台 イ ー グ ル パ ワ ー ズ 2 6

前 原 エ イ ト マ ン 4 7 金 杉 台 ジ ュ ニ ア シ ー ダ ー ス 3 3

み ゆ き フ ァ ル コ ン ズ 1 9 宮 本 ビ ー バ ー ス 9 9

習 志 野 サ ン デ ー ズ 2 2 夏 見 パ ワ ー ズ 4 2

習 志 野 台 ワ ン パ ク ズ 4 4 海 神 ス パ ロ ー ズ 6 0

ホ ワ イ ト ビ ー ス ト ロ ン グ 3 3 Ｆ Ｔ Ｊ 4 9

西 習 志 野 グ リ ー ン フ ァ イ タ ー 6 5 西 海 ド ラ ゴ ン ズ 7 1

前 原 サ ン ラ イ ズ 4 7 西 高 根 ラ ッ キ ー ズ 2 3

田 喜 野 井 フ ァ イ タ ー ズ 3 0 若 松 ヤ ン ガ ー ズ 2 4

習 志 野 台 ス タ ー ズ 4 7 南 部 支 部 計 4 9 5

三 山 ス ワ ロ ー ズ 2 6 八 木 が 谷 ノ ン コ 1 8

友 和 ペ ガ サ ス 休 部 さ ざ ん か ポ ニ ー ズ 4 3

田 喜 野 井 タ ー キ ー ズ 4 0 坪 井 バ ン デ ッ ツ 3 0

三 山 パ ワ ー ズ 1 8 神 保 イ ー グ ル ス 1 3

ツ イ ン ド ル フ ィ ン ズ 4 5 小 室 ラ イ オ ン ズ 2 4

習 志 野 台 赤 ト ン ボ 3 0 二 和 タ イ ガ ー ス 4 9

東 部 支 部 計 6 2 9 大 穴 ペ ガ サ ス 4 0

法 典 コ ン ド ル 5 7 北 部 支 部 計 2 1 7

藤 上 ベ ア ー ズ 2 6 2 1 年 度 計 1 ,6 7 7

牡 鹿 台 デ ィ ア ー ズ 5 6 2 0 年 度 計 1 ,7 2 4

丸 山 ベ ア ー ズ 2 7 1 9 年 度 計 1 ,6 4 6

西 船 ウ ィ ン グ ス 5 4 1 8 年 度 計 1 ,5 3 9

小 栗 原 ベ ア ー ズ 5 3 1 7 年 度 計 1 ,4 2 4

塚 田 ク ラ ブ 6 3 1 6 年 度 計 1 ,3 4 7

西 部 支 部 計 3 3 6

東
　
　

部
　
　

支
　
　

部

西
部
支
部

北
部
支
部

南
　

部
　

支
　

部

3 0
0 1
1 0
0 0
1 0
0 2
0 3

5 6

東
部
支
部

北
部
支
部

平成２０年度　優秀選手一覧
1 北 郷  大 生 習志野台ワンパクズ
2 六 反  翔 一 習志野台ワンパクズ
3 植 村  航 大 小 栗 原 ベ ア ー ズ
4 大 島  将 太 小 栗 原 ベ ア ー ズ
5 竹 中  洸 太 夏見台アタックス
6 亀 井 謙二郎 夏見台アタックス
7 阿 部     詢 みゆきファルコンズ
8 松 原  敦 也 みゆきファルコンズ
9 池 上     肇 西 海 ド ラ ゴ ン ズ

10 杉 山  裕 哉 塚 田 ク ラ ブ
11 八 木  敦 也 習志野台赤トンボ
12 門 間  草 太 ツインドルフィンズ
13 平 川  裕 太 みゆきファルコンズ
14 丸 高     巧 習志野サンデーズ
15 青 木  祐 輝 習志野台ワンパクズ
16 西 田     廣 ホワイトビーストロング
17 村 上     慧 習志野台赤トンボ
18 宮 本  将 大 塚 田 ク ラ ブ
19 栗 尾  耕 治 牡鹿台ディアーズ
20 吉 田     聖 丸 山 ベ ア ー ズ
21 薮 崎  雅 哉 夏見台アタックス
22 榎 本  慶 太 宮 本 ビ ー バ ー ス
23 石 澤  竜 也 海 神 ス パ ロ ー ズ
24 深 沢  征 史 緑台イーグルパワーズ
25 田 村     就 西 海 ド ラ ゴ ン ズ
26 吉 田  大 和 海 神 ス パ ロ ー ズ
27 多 勢  太 一 大 穴 ペ ガ サ ス
28 嶋 田  智 哉 坪 井 バ ン デ ッ ツ
29 佐 藤  伊 吹 八 木 が 谷 ノ ン コ

0 0
0 0
0 0
0 0
4 0
1 0
X 1

5 1

八
千
代

船
 
橋
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第
７
回
目
を
迎
え
た
千
葉
県

少
年
野
球
地
域
選
抜
６
年
生
大

会
は
、
平
成
２
０
年
１
２
月
６
、

７
日
の
両
日
千
葉
市
を
中
心
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら

こ
の
大
会
は
、
協
賛
の
㈱
幕
張

メ
ッ
セ
の
ご
厚
意
に
よ
り
マ
リ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
を
使
用
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
本
来
は

前
年
か
ら
の
予
定
で
し
た
が
、

球
場
工
事
中
の
た
め
使
用
で
き

な
か
っ
た
た
め
）
。

６
日
、
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
た
開
会
式
に
新
調
し

た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
参
加
し
た
船

橋
選
抜
チ
ー
ム
は
、
マ
リ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
で
試
合
が
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
（
抽
選
の
関
係
で

点
、
１
点
差
に
詰
め
寄
り

ま
し
た
が
、
そ
の
裏
１
点

を
返
さ
れ
、
最
終
回
の
攻

撃
も
３
者
凡
退
に
抑
え
ら

れ
、
結
局
３
対
５
で
試
合

終
了
、
前
回
に
続
き
１
回

戦
突
破
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

よ
る
選
手
の
選
抜
も
今
回

で
３
回
目
で
す
が
、
他
の

地
域
で
は
か
な
り
前
か
ら

選
出
し
、
練
習
も
い
っ
ぱ

い
や
っ
て
大
会
に
臨
ん
で

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
船
橋
で
も

選
抜
チ
ー
ム
の
編
成
方
法

や
練
習
に
つ
い
て
さ
ら
に

検
討
を
重
ね
た
い
と
思
い

ま
すな

お
、
今
大
会
は
千
葉

地
域
Ａ
・
Ｂ
が
決
勝
に
進

み
９
対
５
で
千
葉
地
域
Ｂ

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

準
決
勝
か
ら
）
稲
毛
海
浜
公

園
球
場
で
１
回
戦
、
八
千
代

地
域
選
抜
と
の
対
戦
に
臨
み

ま
し
た
。

八
千
代
選
抜
は
１
回
の
裏
、

ヒ
ッ
ト
で
出
塁
し
た
先
頭
打

者
を
４
番
が
ス
ク
イ
ズ
で
返

し
１
点
先
制
。
続
く
２
回
裏
、

四
球
、
三
塁
打
、
ス
ク
イ
ズ

で
２
点
追
加
、
４
回
裏
に
も

エ
ラ
ー
が
ら
み
で
１
点
を
追

加
し
た
。
一
方
、
船
橋
選
抜

は
２
回
、
４
回
、
５
回
と
ヒ
ッ

ト
で
ラ
ン
ナ
ー
を
出
す
も
の

の
、
後
が
続
か
ず
無
得
点
。

６
回
に
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で

出
塁
し
た
１
番
阿
部
君
を
二

番
宮
本
君
が
チ
ー
ム
初
の
長

打
と
な
る
レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー

の
三
塁
打
で
返
し
反
撃
を
開

始
。
４
番
石
場
君
の
ヒ
ッ
ト
、

相
手
チ
ー
ム
の
バ
ッ
テ
リ
ー

エ
ラ
ー
で
こ
の
回
一
挙
３
得

平
成
二
一
年
度
の
学
童
部
所
属
の
選
手
は
一
六
七
七
人
で
昨
年
度
よ
り
四
七
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

全
体
で
の
単
純
平
均
で
は
一
チ
ー
ム
当
た
り
約
四
〇
人
と
な
り
ま
す
が
、
最
小
一
二
人
か
ら
最
大
九
九

人
と
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
か
な
り
の
開
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
五
〇
人
以
上
所
属
す
る
チ
ー
ム
は
一
一
チ
ー

ム
あ
り
ま
す
が
、
２
０
人
以
下
の
チ
ー
ム
が
五
チ
ー
ム
あ
り
ま
す
。
今
年
度
部
員
不
足
の
た
め
、
友
和

ペ
ガ
サ
ス
が
休
部
し
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
見
て
も
低
学
年
の
少
な
い
チ
ー
ム
が
多
く
、
底
辺
を
広
げ

◎

◎

◎

支
部
対
抗
は
抽
選
の
結
果
、

１
回
戦
は
前
年
決
勝
戦
と
同

カ
ー
ド
、
西
部
支
部
と
北
部

支
部
の
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。

Ｂ
面
で
行
わ
れ
た
試
合
は
、

同
点
の
ま
ま
決
着
が
つ
か
ず

支
部
長
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
対
決

と
な
り
ま
し
た
。
西
部
支
部

は
優
勝
し
た
昨
年
に
引
き
続

い
て
の
１
回
戦
ジ
ャ
ン
ケ
ン

対
決
で
し
た
が
、
今
回
は
北

部
支
部
長
に
軍
配
が
上
が
り

ま
し
た
。

Ａ
面
で
行
わ
れ
た
１
回
戦

も
う
１
試
合
は
、
東
部
支
部

が
先
制
し
、
南
部
支
部
の
終

盤
の
追
い
上
げ
を
か
わ
し
３

対
２
で
決
勝
戦
に
進
み
ま
し

た
。優

秀
選
手
表
彰
後
に
行
わ

れ
た
決
勝
戦
は
、
後
攻
の
北

部
支
部
が
初
回
に
３
点
を
先

制
、
そ
の
後
も
追
加
点
を
あ

げ
て
優
位
に
戦
い
を
進
め
ま

し
た
が
、
終
盤
東
部
支
部
が

激
し
く
追
い
上
げ
最
終
回
に

３
点
を
奪
い
、
そ
の
裏
の
攻

撃
を
０
点
に
抑
え
１
点
差
で

逃
げ
切
り
三
年
ぶ
り
に
優
勝

し
ま
し
た
。

二
〇
年
度
の
結
果
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。
優
勝

東

部
支
部
、
準
優
勝

北
部
支

部
、
第
３
位

南
部
支
部
、

第
４
位

西
部
支
部

て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題

と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
女
子
部
員
は
全
体

で
三
九
人
い
ま
す
が
、
こ
こ

五
年
間
で
最
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
こ
の
デ
ー
タ
は
３

月
中
頃
の
も
の
で
す
。
現
在

は
部
員
数
は
増
え
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
）

平
成
二
〇
年
の
学
童

部
最
後
の
事
業
「
支
部

対
抗
戦
」
「
優
秀
選
手

表
彰
」
と
船
橋
市
・
八

千
代
市
の
「
女
子
オ
ー

ル
ス
タ
ー
戦
」
が
一
一

月
二
三
日
若
松
公
園
球

場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

優
秀
選
手
表
彰
は
、
例

年
と
同
じ
く
支
部
対
抗
決

勝
戦
前
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
河

崎
理
事
長
か
ら
メ
ダ
ル
が

授
与
さ
れ
た
あ
と
、
「
あ

な
た
た
ち
は
、
技
術
も
優

れ
、
み
ん
な
の
模
範
と
な

る
選
手
と
い
う
こ
と
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
学
童
野

球
を
卒
業
し
た
後
も
、
中

学
・
高
校
と
野
球
を
続
け
、

近
年
、
ド
ラ
フ
ト
で
指
名

さ
れ
る
学
童
出
身
者
も
増

え
て
い
る
の
で
、
君
た
ち

も
ぜ
ひ
プ
ロ
野
球
選
手
を

目
指
し
て
欲
し
い
」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

二
〇
年
度
の
受
賞
者
は

別
掲
の
と
お
り
で
す
。

二
〇
年
度
の
八
千
代
市

親
善
女
子
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
は
終
盤
大
量
点
を

八
千
代
市
と
の
女
子
オ
ー

ル
ス
タ
ー
の
初
め
は
、

平
成
一
二
年
Ｉ
Ｂ
Ａ
船
橋

の
女
子
選
手
団
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
よ
り
少
女

チ
ー
ム
を
招
聘
、
大
和
田

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
（
女
子
単

独
チ
ー
ム
）
を
交
え
薬
円

台
公
園
に
於
い
て
親
善
大

会
を
開
催
、
そ
れ
を
機
に

河
崎
理
事
長
の
ご
厚
意
に

よ
り
毎
秋
、
学
童
部
支
部

対
抗
当
日
、
若
松
公
園
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ル
船
橋
レ
デ
ィ
ー

ス
と
は
学
童
部
加
盟
の
各

チ
ー
ム
女
子
選
手
５
・
６

年
生
に
よ
る
編
成
で
八
千

代
市
と
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー

の
ほ
か
Ｉ
Ｂ
Ａ
女
子
選
抜

関
東
大
会
及
び
千
葉
県
少

女
大
会
に
も
出
場
し
、
両

大
会
で
優
勝
７
回
、
準
優

勝
５
回
と
い
う
す
ば
ら
し

い
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

少
女
達
は
嬉
々
と
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
男
子
に
交
じ
っ
て

紅
一
点
の
女
の
子
ば
か
り
、

す
ぐ
み
ん
な
仲
良
し
に
な

り
中
学
に
行
っ
て
も
交
際

が
つ
づ
き
多
く
の
母
親
か

ら
感
謝
の
こ
と
ば
を
戴
い

て
い
ま
す
。
今
季
の
５
，

６
年
生
は
一
八
名
、
監
督

の
私
は
今
か
ら
諸
嬢
と
会

う
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。（

荒
井
義
一
）

あ
げ
た
オ
ー
ル
船
橋
が
八
千

代
の
反
撃
を
一
点
に
抑
え
昨

年
に
続
き
快
勝
し
ま
し
た
。

以
下
選
手
保
護
者
の
田
辺
さ

ん
（
大
穴
Ｐ
）
と
オ
ー
ル
船

橋
女
子
荒
井
監
督
か
ら
の
寄

稿
で
す
。

学
童
部
で
野
球
を
し
て

い
る
女
子
に
と
っ
て
、
こ

の
ゲ
ー
ム
は
年
に
１
回
の

お
祭
り
で
す
。
私
も
娘
が

船
橋
レ
デ
ィ
ー
ズ
に
参
加

さ
せ
て
頂
け
る
と
言
う
こ

と
で
応
援
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。

女
子
オ
ー
ル
ス
タ
ー
を

間
近
で
見
る
の
は
私
も
初

め
て
の
経
験
で
し
た
が
、

普
段
の
チ
ー
ム
の
公
式
戦

と
は
少
し
違
っ
た
、
絢
爛

可
憐
な
る
華
や
か
な
雰
囲

気
が
グ
ラ
ン
ド
に
満
ち
て

い
ま
し
た
。

娘
は
普
段
一
緒
に
プ
レ

イ
し
て
い
な
い
他
チ
ー
ム

の
女
子
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

直
前
ま
で
と
て
も
緊
張
し

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
同
じ

フ
ィ
ー
ル
ド
に
立
つ
と
そ

こ
は
同
年
代
の
女
の
子
、

す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
楽
し

く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
プ
レ

イ
出
来
た
よ
う
で
す
。

（
田
辺
義
尚
）

(2)


